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■注目された電力各社の株主総会

大手企業の株主総会が集中する６月下旬、電力各社でも

相次いで株主総会が開かれ、どの会場も過去最高の出席者

数で白熱した株主総会になりました。原発の停止や廃炉、新

増設の中止など、原発事業からの撤退や原発に依存しない

路線への転換を求める提案が提出され、株主となっている自

治体も賛成するという動きです。

こうした提案は、従来ごく少数の「奇異な」主張として、マス

コミもほとんど取り上げなかっただけに、東日本大震災と福島

原発事故が与えた衝撃がいかに大きいかが分かります。

■議決権行使助言会社の「助言」

これら電力大手の株主総会をめぐっては、投資家向け議決

権行使助言会社の態度が注目されます。「日本プロクシーガ

バナンス研究所」（ＪＰＧ）は、電力各社の株主総会で「脱原発」

提案に賛成するように「助言」し、その根拠として「一民間事

業者の取り得るリスクの範囲を越えている」こと、これは「純粋

な経済の話」としての判断だとしています。つまり、原発事業

は、“投資の対象としてなじまない”というわけです。

■経済界や自治体の間でも

原発に依存しない日本の将来像を描こうとするとりくみは、

経済界や自治体の間でも大きなうねりとなりつつあります。

ソフトバンクの孫正義氏が提唱し、全国４分の３の道府県

（３５自治体・６月２４日現在）が参加を表明している「自然エ

ネルギー協議会」が７月にも正式発足する予定で、2020年ま

でに日本の発電量に占める自然エネルギーの比率を現在の

１０％から３０％に引き上げることをめざし、自治体や企業が

ネットワークをつくって協力し合うという動きもその一つです。

■城南信用金庫の「英断」

全国トップクラスの信用金庫である城南信用金庫では、ホー

ムページに「原発に頼らない安心できる社会へ」と題する宣

言を掲載。「原子力エネルギーは、私達に明るい未来を与え

てくれるものではない」とし、自ら省電力と省エネルギーにとり

くむと同時に「金融を通じて…省電力、省エネルギーのため

の設備投資を積極的に支援、推進」すると謳っています。吉

原毅理事長は、テレビや新聞のインタビューで「（脱原発で

電気料金が上がり、経済活動にも影響があるというが）適正

に計算し直すと、原発のコストは高い」「純民間ベースなら原

発事業に融資する銀行は一つもないはず」、「努力もしない

で、原発はなくせないと言い張るのはおかしな話」（「朝日」６

月２９日付）と指摘しています。また、城南信用金庫の態度表

明について、三井住友銀行の西川名誉顧問から「英断」と評

価されるなど、期待が広がっていることも披露されています。

■古い詩を新しい曲に乗せて歌う人々

これに対して、政官財を中心に、原発をあくまで維持・推進

しようとする側は、「原発＝低コスト」論の大合唱で、防戦に躍

起です。日本エネルギー経済研究所は「原発を停止したら

電気料金は１８％値上げになる」という試算を発表し、麻生元

首相などは、原子力発電を太陽光発電で代替したら「電気料

金が１０倍に跳ね上がる」「工場は海外へ流出し失業者が増

える」などと、恫喝まがいの主張を振りまいている有様です。

しかし、こうした試算に何ら根拠のないことは、在野の専門

家たちの指摘でも明らかです。毎年4000億円にも上る原子

力関連予算や安全投資、使用済み核燃料処理費、廃炉費

用、事故処理費用、賠償費用などをまったく計算に入れずに

はじき出した架空の「低コスト」論がその真相です。

■“企業には理想もあるし、魂もある”

電力各社の株主総会での「脱原発」提案は、どこでも「少数

意見」として否決されましたが、それはあくまで株主の中での

話。最近の各種世論調査は、まったく逆の調査結果を示して

います。将来の日本のエネルギー政策はどうあるべきか、東

日本大震災と福島原発事故という深刻な犠牲の上に立って、

重大な選択を迫られている歴史的な瞬間であるのかもしれま

せん。前述のインタビューの中で、経済界の「異端児」か？

の問いに答えた城南信用金庫の吉原理事長の「私は常識人

です」「企業は…お金を稼ぐだけじゃなくて、理想もあるはず

だし、魂もある」の決然とした回答が印象的です。
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フクシマ後の２つの動きと日本の未来
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◆株式会社中央企画設計コンサルティングの成り立ちを

教えて下さい

勤めていた建築設計事務所が倒産した後、同僚だっ

た有志５名で２００８年に立ち上げたのが今の会社で

す。前の会社が倒産した時には、当然これまで手がけ

た建物も数多くあり、また計画途中だったものもあり

ます。そんなこれまでの仕事に対する相談や計画途中

だった物件の受け皿としてスタートしました。

◆現在の仕事の中心はどのような内容ですか

建築設計事務所として、さまざまな事業を手掛けて

いますが、中でも医療や福祉の分野が中心です。具体

的には、病院や保育園、老人福祉施設などについて新

築、増改築や修繕、保守メンテナンス、相談の業務が

あげられます。

今まで、会社として、また設計技術者としてどう社

会と向き合うべきなのかを仲間と共に悩んできました。

やはり、職能の社会性と技術者の生きがいから、社会

に貢献したい、地域社会の発展に役立つ仕事をしたい

という思いが一致するところです。自然に医療や福祉

的な仕事が中心になってきたのだと思います。病院や

保育園は地域に必要な施設であり、街づくりの骨格的

なものですからなおさらです。

今の事務所は小人数ですが、能力も高く経験も豊か

なメンバーが揃っています。また何よりも基本的な考

え方が一致しているため、集団的な力を瞬時に発揮で

きることが設計事務所としての大変な強みだと思って

います。

◆設計をしていく上で、特に大切にしている点などがあり

ましたら教えてください

我社の場合、民間の仕事がほとんどですから、施主

はご自分の仕事の病院経営なり保育園の運営はプロで

す。しかし、建築に関してはある意味シロウトです。

だから、施主の意向とは多少違っていても、工事をす

る建設業者がやりたい内容を施主に勧めれば大抵のこ

とは出来てしまいます。しかし、それでは建物を作る

主役が誰なのか分からなくなってしまいます。主役は

当然施主です。私たち設計者は、主役である施主の要

望を出来る限り具体的な形にしていくのが仕事です。

施主の話を聞きながら、時にはアドバイスもし、設計

内容はもちろんお金の使われ方まで施主に納得しても

らえることを第一に考えています。そういった意味で

は、いつでも施主の側に立つために、建設会社とは馴

れ合い関係にはならずに、一定の距離を置いた関係を

保つことを心掛けています。そのことが大切だとより

強く感じたのは２００７年に起こった耐震強度偽装問

題の「姉歯事件」です。設計事務所は個人経営的な事

務所も多く、経済的な基盤の弱さが根底の問題として

あります。設計事務所の多くが大手設計会社やゼネコ

ンの下請けとなり、本来の職能が歪められやすい状況

に置かれています。二度と繰り返してはいけない事件

です。

◆東日本大震災の後に仕事の変化はありましたか。

震災によって直接的な仕事上の変化はありませんが、

打合せの中で、住んでいる方や建物のオーナーの方の

考え方が変わってきたと感じています。もともと「耐

震性」は日本の建物に欠かせないキーワードですが、

建て替えなのか修繕なのかを迷った際の判断基準とし

て「耐震性」が今までより上位のポイントになってい

ます。また、貸ビルや貸店舗のオーナーからも貸す側

の責任として「耐震性」を心配する相談などがありま

した。

◆これからの会社（事業）の方向は

建築の業界でも「スクラップ＆ビルド」という考え

方が時にはありますが、バブル期のような人間を無視

した変化では、そこに社会や文化の継承は成り立ちま

せん。建物は、住む人や使う人の変化とともに変わっ

ていくものです。私たちは、これからも建物で暮らし、

事業を営む「人」や「社会」の求めに寄り添って仕事

をしていきたいと考えます。住み続けられる地域に必

要な施設づくりに関わり続けたものです。

経営課題を見定めて――経営者に聞く

株式会社中央企画設計コンサルタント

代表取締役 今井 出

＜株式会社中央企画設計コンサルタント＞ 東京都千代田区、２００８年設立創業。事業内容：建築設計事務所、医療福祉分野

を中心に新築、増改築、保守メンテナンス等。資本金１５０万円、従業員６名。
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【悪い上司の対応】

４月から係長に抜擢された総務部の山田寧子さん。同時

に部下を配属されましたが、どうにもうくきいきません。以下、

ある日の部下とのやりとり。

新人「係長、昨日指示されたＡ社の件なのですが・・・」

山田「ああ、あれね。前任者の○○さんが話を通してある

からうまくいってるんでしょう？」

新人「ええ、まあ一応進んでいるのですが・・・」

山田「そう、それは良かった。話したかったのはそれだけ？」

新人「あ、いえ、そのう・・・」

山田「なに？何か問題でもあるの？」

新人「い、いえ。特に問題ということではないんですが・・・」

山田「そう。問題がないならどんどん進めて。私は約束が

あるからもう行くから。」

新人「はあ、わかりました・・・。」

こんなやり取りの一週間後

山田「○○君、先週頼んだＡ社の件だけどどうなってるか

な？」

新人「はあ、検討は進んでいるのですが、内容に合意が

得られなくて・・・」

山田「えっ、先週は何も言ってなかったじゃない？どういう

こと？」

新人「Ａ社の担当の方が、前任者の人とは契約の約束な

どしていないと言うのです。」

山田「何言ってるの今頃？それなら先週はっきり言ってく

れなきゃ困るでしょう？」

新人「はあ、先週はどうも煮え切らない感じを受けてただけ

で、そこまでは聞けずに・・・」

山田「もういいわ。私がＡ社さんと話します。」

いかがですか？皆さんの部下や同僚への対応はどのよう

になっていますか？

上の山田係長の対応は、人を育てるという点ではまったく

の落第点です。

【山田係長はどのように対応すべきだったのか？】

上記のやり取りでは、まず山田係長は「ああ、あれね。ど

うしたの？」と聴くべきだったでしょう。新人は、最初に問題

がありそうなことを示唆しているのですが、山田係長は「うま

くいっているんでしょう？」と、断定（特定）的な質問をして、

その芽を摘み取ってしまいました。そのために話が発展せ

ず、問題点が明らかにならないまま終了してしまいました。

単なる会話のやり取りと見えますが、部下を成長させるた

めには、その可能性を最大限に引き出すための会話が大

切であり、そのためのコミュニケーション技術を実につける

ことが必要です。この技術をコーチングと言います。

【コーチングで大切な「質問のスキル」】

コーチングには、対人関係で使うことをなるべく減らした

い質問として、「特定質問」、「過去質問」、「否定質問」とい

われるものがあります。上記のやり取りでは、山田係長はこ

の三つをふんだんに使っています。必要なのはこの逆の質

問、「拡大質問」、「未来質問」、「肯定質問」といわれるもの

です。山田係長は「ああ、あれね。どうしたの？」（こういう質

問を「拡大質問」といいます）とすべきでした。そうすれば、

新人は上司に尋ねられて、自分の考えを自由に話すこと

ができるようになったでしょう。「特定質問」が多いと、萎縮し、

自分の考えを話すことができなくなります。

今回から連載でコーチングの技術について考えていきま

す。コーチングにはさまざまな技術がありますが、まずはこ

の「質問のスキル」を使えるようになっていきましょう。
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当

年

６

月

）

平

均

で

算

出

し

た

標

準

報

酬

月

額

」

の

間

に

２

等

級

以

上

の

差

が

生

じ

た

場

合

で

、

こ

の

差

が

業

務

の

性

質

上

例

年

発

生

す

る

こ

と

が

見

込

ま

れ

る

場

合

は

、

後

者

の

「

年

間

平

均

で

算

出

し

た

標

準

報

酬

月

額

」

を

保

険

者

算

定

と

し

て

決

定

す

る

と

い

う

も

の

で

す

。

３

月

決

算

の

経

理

部

で

は

、

決

算

の

ま

と

め

作

業

な

ど

に

よ

り

４

～

５

月

が

繁

忙

期

と

な

り

ま

す

。

年

間

の

平

均

で

は

残

業

時

間

は

す

く

な

い

も

の

の

、

こ

の

算

定

作

業

の

基

礎

と

な

る

４

～

６

月

は

非

常

に

忙

し

く

残

業

も

増

加

し

ま

す

。

そ

の

た

め

、

年

間

平

均

よ

り

も

高

い

標

準

報

酬

月

額

で

社

会

保

険

料

を

支

払

う

と

い

う

矛

盾

が

あ

り

ま

し

た

が

、

そ

れ

が

や

っ

と

解

消

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

な

お

、

こ

の

扱

い

を

受

け

る

た

め

に

は

、

特

別

に

申

出

を

行

う

必

要

が

あ

り

ま

す

の

で

、

詳

し

く

は

管

轄

の

年

金

事

務

所

や

社

会

保

険

労

務

士

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

③

源

泉

所

得

税

と

住

民

税

の

特

別

徴

収

税

額

の

特

例

納

付

の

納

付

期

限

毎

月

の

給

与

か

ら

控

除

し

て

い

る

源

泉

所

得

税

と

住

民

税

特

別

徴

収

税

額

を

特

例

納

付

と

し

て

い

る

場

合

の

、

半

年

分

（

１

月

～

６

月

）

の

税

額

の

納

付

期

限

と

な

っ

て

い

ま

す

。

部下の育て方＝コーチングの技術を覚えよう
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娘

が

生

ま

れ

て

も

う

す

ぐ

一

年

。

先

輩

マ

マ

か

ら

聞

い

て

は

い

た

け

れ

ど

、

こ

ん

な

に

頻

繁

に

病

院

に

行

く

と

は

…

。

乳

児

が

受

け

る

（

受

け

ら

れ

る

）

予

防

接

種

は

、

と

て

も

覚

え

切

れ

る

数

で

は

な

い

。

す

で

に

７

回

の

予

防

接

種

を

受

け

、

こ

れ

か

ら

も

い

く

つ

も

の

注

射

が

彼

女

を

待

っ

て

い

る

。
生

後

２

か

月

で

咳

が

出

始

め

な

か

な

か

治

ら

な

か

っ

た

こ

と

も

あ

り

、

数

え

て

み

る

と

、

お

世

話

に

な

っ

た

お

医

者

さ

ん

は

８

人

に

も

な

る

。

新

米

マ

マ

の

私

は

、

ど

の

お

医

者

さ

ん

の

話

に

も

こ

れ

ま

で

に

な

い

く

ら

い

必

死

に

耳

を

傾

け

、

娘

の

病

状

な

ど

を

少

し

で

も

正

確

に

把

握

し

、

大

丈

夫

だ

と

安

心

し

た

い

気

持

ち

で

一

杯

だ

っ

た

。

多

く

の

お

医

者

さ

ん

は

、

丁

寧

に

説

明

を

し

て

く

だ

さ

っ

て

、

今

か

か

り

つ

け

で

お

世

話

に

な

っ

て

い

る

先

生

は

、

と

て

も

信

頼

し

て

い

る

。

で

も

、

残

念

な

が

ら

、

中

に

は

信

じ

ら

れ

な

い

く

ら

い

冷

た

い

対

応

の

お

医

者

さ

ん

も

い

た

。

こ

ち

ら

が

、

受

診

に

至

っ

た

経

過

を

懸

命

に

話

し

て

も

ほ

と

ん

ど

耳

を

傾

け

ず

、

「

お

母

さ

ん

の

言

っ

て

い

る

こ

と

は

よ

く

わ

か

ら

な

い

」

と

か

、

検

査

は

必

要

な

い

で

す

か

と

聞

い

て

も

「

僕

の

子

ど

も

な

ら

検

査

な

ん

て

し

な

い

ね

」

と

冷

た

く

言

い

放

っ

て

、

具

体

的

な

説

明

を

ほ

と

ん

ど

し

て

く

れ

な

か

っ

た

お

医

者

さ

ん

も

い

た

。

こ

ち

ら

は

、

生

後

間

も

な

い

娘

を

病

院

に

連

れ

て

行

く

だ

け

で

も

緊

張

し

、

医

者

の

言

葉

一

言

一

句

に

耳

を

傾

け

て

い

る

の

に

・

・

・

悲

し

い

気

持

ち

に

な

っ

て

病

院

か

ら

帰

宅

し

た

こ

と

も

あ

っ

た

。

し

か

し

、

こ

の

経

験

を

し

て

自

分

の

仕

事

を

振

り

返

る

機

会

を

得

た

こ

と

も

確

か

だ

。

事

務

所

の

戸

を

た

た

き

、

弁

護

士

に

相

談

に

来

て

く

れ

る

方

は

、

私

た

ち

弁

護

士

の

言

葉

に

一

喜

一

憂

し

て

い

る

の

だ

と

い

う

こ

と

を

も

う

一

度

考

え

さ

せ

ら

れ

た

。

日

常

生

活

の

中

で

病

院

に

行

か

な

い

人

は

ま

ず

い

な

い

が

、

一

生

弁

護

士

な

ど

に

は

縁

の

な

い

人

も

大

勢

い

る

。

法

律

事

務

所

を

訪

れ

る

の

は

、

病

院

に

行

く

以

上

に

気

が

重

く

、

大

変

な

こ

と

な

の

だ

。

も

う

一

度

意

識

し

て

依

頼

者

の

方

と

向

き

合

っ

て

み

る

と

、

相

談

に

来

た

方

が

緊

張

し

な

が

ら

話

し

て

い

る

こ

と

が

よ

く

伝

わ

っ

て

く

る

。

私

た

ち

の

意

見

や

ア

ド

バ

イ

ス

を

真

剣

な

ま

な

ざ

し

で

聞

い

て

く

れ

て

い

る

。

そ

れ

ぞ

れ

が

、

人

生

の

中

で

の

一

大

事

を

抱

え

て

相

談

に

見

え

て

い

る

の

だ

か

ら

当

然

だ

け

れ

ど

、

少

し

で

も

緊

張

を

ほ

ぐ

し

て

、

リ

ラ

ッ

ク

ス

し

て

話

を

し

て

も

ら

え

る

よ

う

に

し

た

い

。

そ

し

て

少

し

で

も

元

気

な

っ

て

帰

っ

て

も

ら

い

た

い

。

そ

の

た

め

に

は

、

聞

き

手

で

あ

る

弁

護

士

が

、

た

ん

に

事

務

的

に

依

頼

者

か

ら

話

を

聞

く

の

で

は

な

く

、

話

し

や

す

い

雰

囲

気

を

つ

く

り

、

依

頼

者

の

気

持

ち

を

受

け

止

め

る

こ

【大久保佐和子（おおくぼ・さわこ）】弁護士（第二東京弁護士会所属）、あか

しあ法律事務所（新宿区新宿1-14-5新宿ＫＭビル602）TEL：03-5369-0790

東京都の認証を受けて発足した「ＮＰＯ法人八千穂お山の

家」の企画第１弾「山菜狩りと田植え体験――自炊で楽しむ

八千穂お山の学校」が５月２８日（土）・２９日（日）、長野県佐

久穂町の通称「お山のお家」で行われました。

行政（町商工観光係）や地元の人々の協力を得ての企画と

なり、また、入梅の時期と重なったにもかかわらず奇跡的に天

候にも恵まれたこともあって、日頃都会では経験できない体

験に、参加した大人も子どもも大満足。「稲刈りが楽しみ」「そ

の前に田の草取りは？」など、今後の企画への期待も。

夜は、採りたての山菜を天ぷらにしたり、釣ったばかりのニジ

マスを炭火で塩焼きにしたり…。ガイドをしていただいた地元

の方とも懇親を深め、「農山漁村地域において自然・文化・人々

との交流を楽しむ滞在型の余暇活動」であるグリーン・ツーリ

ズムをちょっぴり味わえた企画となりました。

■第２弾は８月２０日（土）・２１日（日）を予定

夏の八千穂高原を舞台に、山歩き（ハイキング）やフィッシン

グ、魚のつかみ取り…。夜は満天の星空を眺めながらＢＢＱな

どを予定しています。

ＮＰＯ法人八千穂お山の家が認証・設立

親

公

認

の

泥

ん

こ

遊

び

？

…

で

も

田

植

え

も

ち

ゃ

ん

と

や

り

ま

し

た

。

（

上

）

山

ウ

ド

が

こ

ん

な

に

採

れ

た

！

（

左

）


